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2021年度委員会抱負並びに事業活動計画

ＬＯＭの魅力向上委員会
武市朋大
武市朋大

９日、２３日

1.青年会議所についての調査研究（通年）
2.ＳＤＧｓについての調査研究（通年）
3.新年例会の企画設営（１月）
4.例会設営（２月）
5.例会設営（３月）
6.例会設営（４月）
7.例会設営（５月）
8.例会設営（６月）
9.例会設営（７月）
10.例会設営（８月）
11.例会設営（９月）
12.例会設営（１０月）
13.例会設営（１１月）
14.忘年例会の企画設営（１２月）

私たちの守山（まち）、つくりあげるのは私たち
日々に新たに

委員会抱負
　近年、守山青年会議所は会員数が減少しており、様々な活動を少ない人数で対応してい
ます。多くのことを経験できる一方で、メンバーの負担が増えております。その結果、時
間に追われ、深く活動することが困難になってきております。本来なら活動を通して、メ
ンバー自身が経験し資質を高めることができますが、その機会が減っているため、資質向
上の余地は大いにあると考えます。そこで、ＬＯＭの魅力向上委員会では、研修例会を行
うことで、メンバーの資質向上に繋げます。
　まず、ＬＯＭの魅力向上委員会では、例会にホストタイムを設けて、これまでの守山青
年会議所の活動や運動を振り返り、考えや想いを知る機会を作ることで、これからの変化
が激しい時代をどのように進んでいくべきか、方向性を確かなものにしていきたいと考え
ます。また、これからの時代に必要で多くの企業や団体で取り入れられているＳＤＧｓを
みんなで一から学ぶ機会を設けて、新しい考え方を取り入れます。そして、これらのホス
トタイムに、メンバーそれぞれが感じたことや思ったことを話し合える場を作ります。そ
うすることで、多様な意見を認め、新たな視点を見つけることができます。
　新たな視点を見つけることは、メンバーそれぞれの知見が深まり、自己研鑽や人として
の成長に繋がると考えます。そして、例会に対してさらに興味を持つことができ、目的意
識をもって自ら積極的に参加することに繋がると考えます。また、多様な意見を認めあう
ことは、メンバーそれぞれが、互いに理解し合うことに繋がり、良好なコミュニケーショ
ンを形作ります。それによって守山青年会議所内のチームワークがより一層強化し、守山
青年会議所の活動や運動がさらに活性化していきます。このような例会設営を通じて、守
山青年会議所内だけにとどまらず、市民の方にも共感していただけるように行動していき
ます。
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